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  　事業所 内　　　　　　　　容 料金等 
 1 なるこ鮨※ 和食れすとらん・長篠合戦御膳 1,200円 
 2 とくや　※ 馬防柵で勝，ちらし寿司 1,050円 
 3 あか池　※ 味どころ・豚肉鉄板のろし焼定食 1,575円 
 4 津つ井亭※ 味工房・家康ならみそタレしていた？　鳳来牛焼肉丼 1,050円 
 5 安兵衛　※ 炉ばた茶屋・強右衛門が命をかけた援（塩）軍ラーメン 750円 
 6 凡　　　※ 喫茶と食事の店・ふきみそ仕立ての秀吉千なりひょうたん定食 1,200～1,500円 
 7 鳳来館 長篠合戦！　勝利のソースカツ！ 1,300円 
 8 一心亭 織田・徳川・武田軍ソースで合戦かつ　 1,200円 
 9 板敷　　※ レストハウス・於大釜めし 1,480円 
 10 かさすぎ 招運　寅童子丼　 1,000円 
 11 ひらのや※ 豆腐酒房・信長はハイカラがお好き？　家康は八丁味噌がお好き？ 880円 
 12 花遊 　　※ レストラン・徳川う埋蔵金  1,500円 
 13 夢きこう※ 南蛮鍋 1,200円 
 14 さかきや 栄養たっぷり足軽の膳 1,200円 
 15 どんぐり 廻転すし・織田軍・武田軍入り乱れ乱戦うどん   680円 
 16 やき家 in未夢来人・強右衛門夜走りに粘ってみせる篝火パスタ 1,059円 
 17 三河猪家 雁峯山のろし合図炭火焼ししまぶし 1,500円 
 18 フィールド エスコート・武将のわらじとった丼 1,059円 
 19 あいちや お食事処・大善寺よこっちょな亀姫ソースカツの～ん 1,150円 
 20 紅岩魚 新城城主丼 　900円 
 21 彩苑 野田城の信玄さん合戦にム中華？ 1,480円 
なお，五平餅は，「道の駅・鳳来三河三石」，「鳳来盆栽センター」，「田舎茶屋・まつや」，
「ふる里」で，220円～300円である。また「喫茶・あんだんて」は「すねえもんトースト」
（450円）である。
消費者が商品を購入する際に最も重視することは，製品（品質）と価格の２点であると
いわれている。また，価格設定に関しては，「コスト」，「需要」，「競争」の三つの要素を
留意する（5）。
しかし，「戦国ぐるめ街道」ては，通常の価格より高価格に設定している店舗が多い。
「第１陣」の価格は800円～1,890円で，平均が1,347円である。店舗の規模や材料費などで
異なるし，家業的な店も多くある。消費者の立場で言えば，多くの人が昼飯に対して，日
常的ではない外食費と考えても高価すぎると思う。近年，サラリーマンが昼食に投入する
平均単価は，減少しているという。東京でも「500円弁当」，地方によっては，「200円台」，
「300円台」の弁当もあり，全国チェーンの「牛丼」店，「ラーメン」店も「200円台」のメ
ニューもあり，低価格志向のサラリーマンが増加していることも無視することができない。
駅弁の場合には「1,000円」を超えると購入する人が慎重になるといわれている。私的に
は，価格の再考を関係者に要請した。
第１陣に参加した10店舗の第３陣の価格は，750円～1,575円で，平均が1,189円である。
そのなかで第１陣と比較すると，４店舗が価格を下げて，１店舗平均で148円低くなって
いる。1,890円という最高価格を付けた２店舗が，1,575円，1,200円としたことが平均価格
を下げることになった。新規加入した11店舗の平均価格は，1,139円である。
当地方は中核都市の豊橋市の飲食店の価格と比較すると，相対的に高い。すしの価格を
例にとると，新城駅中心部では，並が1,100円～1,200円で上が2,400円～2,800円である。そ
れに対して，豊橋駅中心部では，並の価格は変わらないが，上は2,000円以内も多くある。
新城駅中心の飲食店は，２時30分頃～５時までは休業が多い。また，ローカールチェーン
の「回転寿司」も１店舗あるが，昼の時間帯後は休業している。それだけ飲食の需要も少
なく，選択できる料理の幅も少なく，豊橋・豊川市へ外食する人も多くいる。新城市内で，
ハンバーガー店はあるが，2011年５月にナショナルチェーンの「牛丼」店が始めて開店し
たという状況の地域である。
（３）当事業の広がり
2010年12月２日～３日に開催された「長篠の合戦を巡る大人の修学旅行モニタリングツ
アー」の結果，当事業に大きな影響を与えた。
筆者が把握している事業には，次のものがある。
①「豊橋観光サービス」 「奥三河再発見ツアー」，「奥三河極１dayツアー」（４コ
ース），９回シリーズで第１回は「鳶ヶ巣山・阿寺の七滝・三河大野」という新企画
のバスツアーを実施している。また，好評で追加コースを設定した。
②「旬刊旅行新聞」 2011年１月21日（金）で「長篠の合戦　大人の修学旅行　屏風
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図に騙されてきた？　長篠の合戦の真実」という特集を編纂した。業界誌ではあるが，
注目される記事である。
③「毎日新聞旅行」 モニタリングツアーに参加して，１泊２日のツアーを実施した。
④「観光まちづくり支援推進室（愛知県委託事業／日本旅行）」 ツアーを参考に
「秋の良聞価（いぶんか）散策」として，
からくり人形から紐解く－愛知ものづくりに触れる旅，
戦国の世に思いを馳せる歴史の地－食と合戦，奥三河への旅，
海抜ゼロメートルの水郷地域－海部の伝統工芸と水の恵みを巡る旅，
そこしかない！　今しかない！　五感で楽しむ“旬の味覚”－旭・稲武のこだわり
旅，の４コースである。
そのなかで関連するの「食と合戦，奥三河への旅」では，亀山城址　→　道の駅
「つくで手作り村」（買物） →　三河猪家（昼食） →　長篠城址史跡保存館　→
馬防柵　→　村の駅「山びこの丘」裂き織り体験と民族伝承館　→　こんたく長篠
（買物），である。また，愛知の魅力再発見ツアー「なるほど！　知多半島　体験型」
として，触発　魚海の旅，食発　醸し人の旅，廻賊旅，伝統　綴旅，海遊
旅，食・農・風靡の旅，の６コースである。
（４）思いを込めて
秋の彼岸頃には，当地方でも，彼岸花が咲き乱れる。「やなぎまつたけプロジェクト」
で「鳳来　みどころ＆うまいもの　ＭＡＰ」を作成した。マップに彼岸花の写真を掲載し
たが，時期になると，新城市観光課，観光協会などに「彼岸花」が咲くところを教えて欲
しいという問い合わせが多くあるという。「新城市内のいたるところ」と，答えるしかな
いと担当者はいう。そのために，場所として「田んぼのあぜ道　他各所」と入れた。
私たち住民にとって，何気ない原風景が，「観光資源」として存在することを，改めて
認識した。新しい観光資源を開発することも地域を活性化する一つの要素ともいえる。
また，中高年の住民にとっては，珍しくもない「ずいき味噌汁」であるが，初めて食べ
た人が「美味しい」という。今回は，商品化することになったが，例えば，私達が食べて
いる山菜や野草類も料理の主役として，観光客を誘致することができる食材として開発す
る余地もあると思う。
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（1）村松幸廣・井上崇通・村松潤一編著 「流通論」同文館出版　2010年，拙著担当「第10章　地
域・街づくりと流通」 p.151～152
（2）拙著「観光旅行に関する一考察―『長篠の合戦を巡る大人の修学旅行』による事例」浜松学院
大学研究論集・第７号　2011年，p.11～12
― 62 ―
浜松学院大学研究論集
（3）後の豊臣秀吉も，「丹羽長秀」と「柴田勝家」の苗字を貰い，「羽柴秀吉」としている。長篠の
戦い（1575年）当時の「秀吉」が置かれた立場（地位）が理解できる。
（4）地域資源∞全国展開プロジェクト・鳳来商工会著 「平成22年度　小規模事業者新事業　全国展
開支援事業報告書」鳳来商工会　2011年，p.31～33，なお，「事業の継続」及び「受け皿体制の
整備と事業展開」は，私案を原案として提出，その結果，若干の修正を得て報告書とまとめた。
（5）西田安慶・城田吉孝編著 「マーケティング戦略論」学文社　2011年，拙著担当「第4章　価格
戦略」 p.82
観光旅行に関する一考察　その２―「長篠の合戦を巡る大人の修学旅行」による事例―
― 63 ―
